
4人

1人

2人

4人

32人

0 10 20 30 40

その他

室内でロッカーなどに挟まれた又は下敷きになった

エレベーターに閉じ込められた

扉が開かずに室内に閉じ込められた

天井・照明等の落下

大規模建築物等の建物等被害と消防用設備等被害の状況
～東日本大震災時における建築物の防災管理に係る運用実態調査～

宮城県、岩手県、福島県

参考資料２

【事業所の震度分布】

都道府県名
震 度

合計
5弱 5強 6弱 6強 7

岩手県 2 25 12 － － 39

宮城県 2 4 9 89 1 105

福島県 － 5 51 5 － 61

合計 4 34 72 94 1 205

はい(191)
93.2%

無回答(1)
0.5% 

いいえ(13)
6.3% 

問 建物の壁、床等に被害（ひび、われ、剥離等）があったか。（N=205）

はい(117)
57.1%

いいえ(83)
40.5%

無回答(5)
2.4%

問 防火扉等が、火災でないのに、作動・破損等
があったか。（N=205）

問 地震によりオフィス家具等の転倒等があっ
たか。（N=205）

はい(160)
78.1%

いいえ(39)
19.0%

無回答 (6) 
2.9%

問 地震により救助が必要な人は発生したか。（N=205）

はい(116)
56.6%

いいえ(85)
41.4%

無回答(4)
2.0%

問 消防用設備等について、破損や誤作動等の被害があったか。（N=205）

建物等被害

消防用設備等被害

はい(14)
6.8%

いいえ(189)
92.2%

無回答(2)
1.0%

防災管理が義務付けられる全防火対象物
327のうち、205から回答を得た。（回収率：
62.7％）

※人数不明１カ所、津波で孤立１カ所を除く。

1※ 本ページにおけるパーセントは、N=205に対する割合である。
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室内でロッカーなどに挟まれた又は
下敷きになった

その他
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エレベーター等が停止したため車椅…

室内で転倒したロッカー等に挟まれた

エレベーターに閉じ込められた

扉が開かずに室内に閉じ込められた

はい(198)
12.4%

いいえ(1,404)
87.6% 

問 建物の壁、床等に被害（ひび、われ、剥離等）があったか。（N=1,602）

はい(830)
51.8%

いいえ(772)
48.2%

問 防火扉の作動・破損等があったか。（N=1,602） 問 地震によりオフィス家具等の転倒等があっ
たか。（N=1,602）

はい(714)
44.6%

いいえ(844)
52.7%

無回答 (44) 
2.7%

問 地震により救助が必要な人は発生したか。（N=1,602）

はい(1,340)
83.6%

いいえ(243)
15.2%

無回答(19)
1.2%

問 消防用設備等について、破損や誤作動等の被害があったか。（N=1,602）

東京都

防災管理が義務付けられる全防火対象物
1,802のうち、1,602から回答を得た。（回収率：
88.9％）

建物等被害

消防用設備等被害

はい(80)
5.0%

いいえ(1,522)
95.0% 

エレベーター等が停止したため車椅子
の利用者等を階段で移動した

その他

東京消防庁管内における東北地方太平洋沖地震時の対応状況等の調査結果
（東京消防庁予防部）
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【事業所の震度分布】
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※ 本ページにおけるパーセントは、N=1,602に対する割合である。

都道府県名
震 度

合計
4以下 5弱 5強 6弱 6強

東京都 135 1,046 421 － － 1,602



消防用設備等の被害例①
（仙台市消防局提供資料）

【外観】

【７階】

【２階】

建物Ａ

建物Ｂ

3

天井が落下し、スプリンクラー配管が破損した事例

天井が落下し、スプリンクラー配管が破損した事例



消防用設備等の被害例②

天井が落下し、スプリンク
ラー配管が破損した事例

天井板は移動して破損したが、スプリンクラーは破
損しなかった事例

（能美防災株式会社提供資料）

天井が落下し、スプリンク
ラー配管が破損した事例

建物Ｅ

建物Ｄ

建物Ｃ
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平成20年度から平成22年度まで検討を行い、平成23年３月11日に公表。

報告書に示された耐震措置の例

＜フレキシブル巻き出し配管の例＞

《対応の考え方》

5

天井におけるスプリンクラーヘッド・配管の施工例

大規模地震に対応した消防用設備等のあり方に関する検討会報告書の概要


